
 

 

 

 

１．運転または建設中の発電所（設備容量 運転中：13 基 計 1128.5 万 kW、建設中：1基 計 28.0 万 kW） 

利用率・稼働率（％） 発電電力量（億 kWh）   項 目 

発電所名 

現状 

平成 20 年度 運開後累計 平成 20 年度 運開後累計 

１号機 運転中 
７２．９

７３．８ 

６７．４

７０．０ 

７．６ ８０８．９日本原子力発電㈱ 

 

敦 賀 発 電 所 
２号機 

定期検査中 
(H19.8.26～H20.9 上旬)

０．０

０．０ 

７８．８

７９．１ 

０．０ １,７１９．５

日本原子力研究開発機構 

 

高速増殖原型炉もんじゅ 

性能試験中 

（事故停止中） 

――――― 

（H7.12.8 中間熱交換器(C)二次系出口配管からのナトリウム漏えいに伴い、

            原子炉手動停止。) 

１号機 運転中 

３０．１

３１．３ 

５１．４

５３．８ 

３．０ ５７６．９

２号機 
定期検査中 

（調整運転中） 
(H19.7.20～H20.8 下旬)

０．２

１．０ 

６０．７

６２．３ 

０．０ ９５８．０

関 西 電 力 ㈱ 

 

美 浜 発 電 所 

３号機 運転中 

１０４．４

１００．０ 

７０．１

７１．０ 

２５．２ １,６０６．３

１号機 
定期検査中 

（調整運転中） 
(H20.6.4～H20.8 下旬)

５３．２

５２．８ 

６６．２

６７．２ 

１８．３ ２,０００．９

２号機 運転中 
１０２．３

１００．０ 

７２．６

７３．４ 

３５．１ ２,１４４．３

３号機 
定期検査中 

(H20.2.2～未定) 

０．０

０．０ 

８２．３

８２．４ 

０．０ １,４１５．７

関 西 電 力 ㈱ 

 

大 飯 発 電 所 

４号機 運転中 

１０１．８

１００．０ 

８６．４

８６．２ 

３５．１ １,３８４．９

１号機 
定期検査中 

（調整運転中） 
(H20.3.19～H20.8 上旬)

１７．２

１７．５ 

６８．３

６９．１ 

４．１ １,６６７．５

２号機 運転中 
４４．７

４３．６ 

６７．８

６８．８ 

１０．８ １,６０７．０

３号機 
定期検査中 

（調整運転中） 
(H19.11.23～H20.8 下旬)

０．０

０．０ 

８２．４

８２．２ 

０．０ １,４７８．７

関 西 電 力 ㈱ 

 

高 浜 発 電 所 

４号機 運転中 

１０３．５

１００．０ 

８５．３

８５．１ 

２６．３ １,５０６．３

 合 計 
５０．２

４７．７ 

７２．５

７１．０ 

１６５．９ １８,８７５．４

 (注) 利用率・稼働率・電力量は平成 20 年７月末現在、累計は営業運転開始以降。また、利用率・稼働率は四捨五入、電力量は切り捨て。 

 

 

原子力発電所の運転および建設状況 
原子力安全対策課 

平成 20 年８月５日現在 

（上段）設備利用率＝ 

発電電力量 

――――――――― 

認可出力×暦時間 

×100（％）

（下段）時間稼働率＝ 

発電時間 

――――――――― 

暦時間 

×100（％）



２．各発電所の特記事項（平成 20 年７月４日～８月５日） 

 （１）運転中のプラント 

発電所名 特記事項 

敦賀１号機 ○原子炉再循環ポンプメカニカルシールの機能低下に伴う原子炉手動停止

・原子炉再循環ポンプＣ号機のメカニカルシール（軸封部）で機能低下

が認められたことから、５月 15 日に原子炉停止し、軸封部を取り替え、

６月１日から発電を再開したが、当該機の軸封部で機能低下が再び認め

られた。 

・当該軸封部の点検・取替えを行うことし、７月 16 日 10 時に出力降下

開始、14 時に発電停止、19 時に原子炉を停止した。 

・調査の結果、微細な異物が軸封部に混入して、機能低下したものと推

定された。 

・対策として、軸封部の固定リングと回転リングを新品に取り替え、７

月 29 日 23 時に原子炉起動、30 日０時 11 分に発電再開、31 日９時に定

格熱出力一定運転に復帰した。 （平成 20 年 7 月 15 日、25 日 公表済）

敦賀２号機 第 16 回定期検査中（H19. 8.26 ～ H20.9 月上旬予定※） 
※ 平成 20 年１月中旬、定期検査終了予定であったが、蒸気発生器入口管台溶接部での傷および

タービン動補助給水ポンプ起動入口弁の動作不良の対策等により、定期検査期間を延長した。

・発電停止   （H19. 8.26  0:00） 

・原子炉起動    (H20. 8. 3 17:00)、臨界(H20. 8. 4  2:32) 
 

○タービン動補助給水ポンプ起動入口弁の動作不良 

・原子炉起動準備中の７月 21 日、タービン動補助給水ポンプの蒸気入口

電動弁Ａの動作不良が確認された。点検の結果、電動機の整流子摺動部

に溶けて変形した跡が、駆動用電源盤内の継電器に焦げ跡が認められ

た。 

・調査の結果、電動機の電磁ブレーキの摩擦板が脱落しており、これによ

り電動機が開操作した際に拘束し、弁の動作不良に至ったものと推定さ

れた。また、電動機が拘束されたことで大きな電流が流れ、整流子摺動

部が熱で変形し、継電器が溶断したものと推定された。 

・対策として、当該弁の電動機および継電器を新品に取り替えた。 

（平成 20 年 7 月 23 日、8月 1日 公表済）

美浜２号機 第 24 回定期検査中（H19. 7.20 ～ H20.8 月下旬予定※） 
※ 平成 19 年 11 月下旬、定期検査終了予定であったが、蒸気発生器入口管台溶接部での傷の対

策工事等により、定期検査期間を延長した。 

・発電停止   （H19. 7.20 10:30） 

・原子炉起動    (H20. 7.28 09:00)、臨界(H20.7.28 16:25) 

・調整運転開始  (H20. 7.30 18:56) 

 

○Ａ－余熱除去ポンプの運転上の制限の逸脱 

・原子炉起動準備中の７月 21 日、停止中のＡ－余熱除去ポンプの軸封部

から管理基準値を超える漏えいが確認された。 

・点検の結果、軸封部の固定リング背面の一部で水平面が確保されてい

ない部分があり、この部分で表面側（回転リングとの摺動面）の磨耗量

が小さく、かつ漏えい跡が認められた。 

・原因は、固定リング背面の水平面が均一でなく、固定リングを押さえ

つけるバネ力が全周にわたって均一でなかったことから、押しつけ力の

弱いところで漏えいに至ったものと推定された。 

・対策として新品の軸封部に取り替えた。今後は、軸封部を取り替える際

には、固定リング背面が全周にわたって水平であることを確認する。 
（平成 20 年７月 22 日、７月 25 日  公表済）



発電所名 特記事項 

大飯１号機 第 22 回定期検査中（H20. 6.4 ～ H20.8 月下旬予定） 

・発電停止   （H20. 6. 4 10:00） 

・原子炉起動    (H20. 8. 1 19:00)、臨界(H20. 8. 2  1:10) 

・調整運転開始  (H20. 8. 3 10:30) 

 

○管理区域内での作業員の体調不良 

・７月 23 日、使用済燃料ピットエリアにあるキャスクピットに落下した

点検用架台等の引上げ作業を実施していた作業員が、給水所での休憩中

に気分が悪くなった。医師により熱中症と診断され、４日以上休業した。

・本事象を踏まえ、作業前および作業中のこまめな水分や塩分補給の重

要性を全協力会社に周知した。 

（平成 20 年７月 31 日 公表済）

大飯３号機 第 13 回定期検査中（H20. 2. 2 ～ 未定） 
※ 平成 20 年 5月下旬、定期検査終了予定であったが、原子炉容器出口管台溶接部での傷の調査

により、終了時期は未定である。 

○原子炉容器出口管台溶接部での傷 

・原子炉容器出入口管台溶接部内面の渦流探傷試験において、Ａループ出

口管台の溶接部１箇所で有意な信号指示が確認された。有意な信号指示

の部位を水中カメラで詳細に点検したところ、円周方向に長さ約 3mm

の割れが確認された。また、超音波探傷試験を行った結果、傷の深さは

特定できなかった。 

・当該部表面を工事計画認可申請書に記載された板厚 70mm まで研削（深

さ 4.6mm）したが、傷が残っていたため、国の技術基準を満足していな

いものと判断した。 

        （平成 20 年 5 月 26 日 公表済）

・傷を除去するため、傷を含めた幅約 11cm の部分の板厚を全周にわたり

変更（70mm→64mm）し、深さ約 10.5mm まで研削したが、傷が残ってい

ることが確認された。 

・さらに深く研削を行うため、傷が残っている部分を含めた箱状（幅約

11cm、周約 13cm）の部分のみを深く（64mm→53mm）研削することとし

て、その他の部分の板厚は 70mm に変更し、強度上の問題が無いことを

確認したうえで７月 30 日、国に申請した。変更手続きが国に認められ

た後、傷の研削を再開する予定である。 

高浜１号機 第 25 回定期検査中（H20. 3.19 ～ H20.8 月上旬予定） 

・発電停止   （H19. 3.19 19:32） 

・原子炉起動    (H20. 7. 8 20:00)、臨界(H20. 7. 9 4:20) 

・調整運転開始  (H20. 7.10 15:00) 

高浜２号機 第 24 回定期検査 （H19. 8.17 ～ H20.7.3） 
※ 平成 19 年 11 月下旬、定期検査終了予定であったが、蒸気発生器入口管台溶接部での傷の対

策工事等により、定期検査期間を延長した。 
・発電停止   （H19. 8.17 10:31） 

・原子炉起動    (H20. 6. 6 19:30)、臨界(H20. 6. 7 4:30) 

・調整運転開始  (H20. 6. 8 18:59) 

・営業運転再開  (H20. 7. 3 16:15) 

高浜３号機 第 18 回定期検査中（H19.11.23 ～H20.8 月下旬予定※） 
※ 平成 20 年４月上旬、定期検査終了予定であったが、蒸気発生器入口管台溶接部での傷の対策

工事等により、定期検査期間を延長した。 

・発電停止   （H19.11.23 10:00） 

・原子炉起動    (H20. 8. 1 18:00)、臨界(H20. 8. 2   4:30) 

・調整運転開始  (H20. 8. 3 16:00) 



 

 

 

（２）建設中のプラント 

発電所名 特記事項 

もんじゅ プラント確認試験中（H19. 8.31 ～ H20.8 月予定） 

・７月 31 日現在、全 141 試験項目中 94 項目を終了している。 

初装荷燃料の変更計画について平成 20 年 4 月 26 日に事前了解 

  H18.10.13 原子炉設置変更許可申請 

H20. 2.19 許可 

燃料の製造に係る設計及び工事の方法認可が H20. 7. 25 に認可された。 

H20.7.31 特別な保安検査における指摘に対する改善のための行動計画提出

 

 

（３）廃止措置中のプラント 

発電所名 特記事項 

原子炉廃止

措置研究開

発センター 

（ふげん） 

廃止措置中（H20. 2.12～） 

・原子炉冷却系統施設（第３、４給水加熱器等）解体撤去作業実施中 

・重水系・ヘリウム系（重水循環ポンプ用熱交換器）汚染除去工事のトリ

チウム除去作業実施中 

 

 

３．燃料輸送実績（平成 20 年７月４日～８月５日） 

 

＜新燃料輸送＞ 

 

＜使用済燃料輸送＞ 

なし 

 

 
４．低レベル放射性廃棄物輸送実績（平成 20 年７月４日～８月５日） 

なし 

 発電所名 概   要 

もんじゅ ・新燃料集合体 14 体を(独)日本原子力研究開発機構 東海研究開発セ

ンターより受け入れ（７月 18 日） 



 
 
（参考） 
 

１．記者発表実績（平成 20 年７月４日～８月５日） 
年月日 番号 発  表  件  名 

H20.07.07 18 高浜発電所１号機の原子炉起動と調整運転の開始について（第２５回定期検査）

H20.07.10 19 

高浜発電所の高燃焼度燃料（１号および２号機）の使用計画、洗浄排水処理装置

（１、２号機共用ならびに３、４号機共用）の取替計画、使用済燃料輸送容器保

管建屋（１～４号機共用）の対象物としてウラン・プルトニウム混合酸化物新燃

料輸送容器を追加する計画に係る事前了解願いについて   

H20.07.15  20  
敦賀発電所１号機の原子炉手動停止について（原子炉再循環ポンプメカニカルシ

ールの機能低下） 

H20.07.17 21 第１６３回福井県原子力環境安全管理協議会の開催について 

H20.07.18 22 高速増殖原型炉もんじゅの新燃料輸送について 

H20.07.18 23 美浜発電所１号機の営業運転再開について（第２３回定期検査） 

H20.07.23 24 
敦賀発電所２号機の定期検査の状況について（タービン動補助給水ポンプ起動入

口弁の動作不良） 

H20.07.25 25 
敦賀発電所１号機の原子炉手動停止について（原子炉再循環ポンプメカニカルシ

ールの機能低下の原因と対策） 

H20.07.25 26 美浜発電所２号機の原子炉起動と調整運転の開始について（第２４回定期検査）

H20.07.30 27 大飯発電所１号機の今後の運転方針について 

H20.07.31 28 高浜発電所３号機の原子炉起動と調整運転の開始について（第１８回定期検査）

H20.07.31 29 大飯発電所１号機の原子炉起動と調整運転の開始について（第２２回定期検査）

H20.08.01 30 
敦賀発電所２号機の定期検査状況について（タービン動補助給水ポンプ起動入口

弁の動作不良の原因と対策） 

H20.08.01 31 敦賀発電所２号機の原子炉起動と調整運転の開始について（第１６回定期検査）

 
 
２．主な出来事（平成 20 年７月４日～８月５日） 

年月日 概      要 

H20.07.10 
・平岡原子力安全・保安院審議官は、高速増殖原型炉もんじゅで実施した特別な保安検査

の結果について旭副知事に報告し、県は、国の指導・監督体制をより強化し、厳格に確

認するよう要請 

H20.07.22 ・福井県原子力環境安全管理協議会（第 163 回：敦賀市） 

H20.07.25 
・国が６月２６日に公表した原子力発電所に係る新しい検査制度の報告書「保全プログラ

ムを基礎とする検査制度の導入について（案）」について、福井県としての意見を提出

H20.07.31 

・原子力機構の早瀬敦賀本部長は、高速増殖原型炉もんじゅに係る特別な保安検査におけ

る指摘に対する行動計画について品谷安全環境部長に報告し、県は、組織体制の更なる

充実・強化を要請 

 


